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社会の変化

商品作物の栽培 土地を買い集めて持つ◎地主と持たない小作人が出る

◎工場制手工業 地主が工場を持ち人をやとい生産する仕組み

問屋制家内工業 問屋が農民に道具などを貸し、製品を作らせ安く買う仕組み

◎国学 本居宣長が日本の古典を研究『古事記伝』

◎蘭学 ヨーロッパの文化をオランダ語で研究

杉田玄白ら『解体新書』

日本地図の作成 伊能忠敬が全国を測量

◎寺子屋 読み・書き・そろばんを教える

◎藩校 諸藩が武士に学問武道を教えた施設

化政文化

◎化政文化 文化文政　江戸の町人中心の文化

こっけい本 十返舎一九の『東海道中膝栗毛』

小説 滝沢馬琴の『南総里見八犬伝』

俳諧 ◎与謝蕪村（絵のように表現）、小林一茶

錦絵 鈴木晴信　多色刷りの絵

美人画 ◎喜多川歌麿 『富嶽三十六景・神奈川沖浪裏』

風景画 葛飾北斎の『富嶽三十六景』

◎歌川広重の『東海道五十三次』 『富嶽三十六景　神奈川沖浪裏』

狂歌 世相を皮肉る歌

幕府政治の改革

◎享保の改革 ○徳川吉宗

武士は質素倹約

上げ米の制 参勤交代を短くする代わりに米を献上させる

新田の開発

◎○公事方御定書 裁判の基準

目安箱 庶民の意見を集める

↓

財政は一時立ち直る

百姓一揆や商人をおそう◎打ちこわしが起こる

田沼の政治 ◎○田沼意次 1772年老中になる

◎株仲間を奨励し、営業税をとる

長崎貿易で俵物の輸出を奨励

蝦夷地の調査

印旛沼の干拓

↓

わいろが横行

凶作やききんが起こる

百姓一揆や商人をおそう打ちこわしが起こる

幕政の改革
①
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◎寛政の改革 ○松平定信

江戸に出てきた農民を故郷に帰す

蔵を設けて米を蓄える

湯島の◎昌平坂学問所で朱子学以外禁止

旗本や御家人の借金帳消し

政治批判の禁止

出版を厳しく統制

↓

人々の反感をかう

◎天保の改革 ○水野忠邦

政治批判や風紀を乱す小説の出版禁止

株仲間の解散

江戸に出てきた農民を故郷に帰す

江戸・大阪の周辺を幕領にしようとするが失敗

↓

失敗

◎○異国船打払令 1825年　

幕府が日本に近づく外国船を撃退する命令

◎大塩の乱 1837年

大阪町奉行所の役人、○大塩平八郎がおこした

○蛮社の獄 1839年

渡辺崋山と高野長英が処罰される

幕政の改革
②


